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	家庭用発電設備等
	導入推進補助金
	310万
	10万
	60万
	60万
	1/3

	12万
	1/2

	20万
	2/3

	20万
	2/3

	65万
	10万
	20万
	1/2

	10万
	1/2

	7.5万
	1/2

	2万
	4万
	1/2

	「南部町事業所用太陽光発電設備等導入補助金」もご活用ください。
	5万
	1/3

	250万
	125万
	318万
	159万
	0859-64-3781


	ゼロカーボンの暮らし南部町が応援します
	環境にも、家計にもやさしい生活はじめてみませんか
	環境にやさしい
	電気代 削減
	停電時も あんしん

	エネルギーはつくる・ためる・つかう時代へ
	現在、物価や電気料金の高騰など、家計にとって苦しい状況が続いています。 生活基盤である電気を自給自足する、再生可能エネルギーへ転換する “ゼロカーボン”の取り組みで、環境にも、家計にもやさしい生活をはじめてみま せんか。自給自足する電力量の割合によって節約額は変わりますが、消費電力 の一部だけでも切り替えれば電気代の軽減が期待できます。電気を自給自足 できる環境があれば、蓄電池に備えた電力を非常用電源として活用できます。 災害などで停電した時も電気が使えるため安心です。また、自然環境に配慮した 持続可能な環境を整えられる電気の自給自足は、自然環境保護にも大きく貢献します。環境にやさしいエネルギーへの転換は、一人ひとりの意識変革や行動の積み重ねによって大きく広がり、南部町のゼロカーボン社会実現に繋がっていくのです。
	step.1
	step.2
	step.3

	でんきの自給自足
	step.1
	つくる…再生可能エネルギーを自らつくる
	家庭用太陽光発電設備　(屋根上・カーポート)　


	step.2
	定置用リチウムイオン蓄電システム　　　　　　
	V2H　充放電設備　　　　　　　　　　　　　　
	電気自動車・プラグインハイブリッド自動車　　


	step.3
	賢くつかう（見える化・省エネ）…エネルギーを効率よくつかう
	ＨＥＭＳ(エネルギー管理システム)　　　　　　

	ためる…発電したエネルギーを蓄電池や電気自動車にためる
	省エネ家電　　　　　　　　　　　　　　　　　



	補助金を活用して購入費を 安く抑えませんか（裏面へ）


